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昭和50年3月 大阪教育大学教育専攻科理学専攻修了

昭和50年10月 大阪教育大学研究生（昭和51年3月まで）

平成17年4月 滋賀県立大学大学院環境科学研究科環境動態 

 学専攻（博士後期課程）入学 

平成21年3月 滋賀県立大学大学院環境科学研究科環境動態 
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  単位取得退学

平成22年3月 博士（環境科学）

職　　歴
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